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ま え　が き

（木　原　所　長）

伝学研究のセンターとしての使命を遂行し，

さらに数研究部門♪1↓］設の必要が痛感さオしる．

　ともあれ，ことしを契機に，さらに研究を進展させ，

　国立遺伝学研究所は，昭和24年6月に文部省直轄研究

所として設置され，ここに15周年を迎えることになつた．

　この間，ノこ部汽をはじめ，大限省，建設y↑，Fl・学技術庁，

日本’誇術会議，赫岡県，三㍑巾ほか各位の維大なるご支援

と，、研究川においては，日本遺伝ピ会，日本ノ＼類遺伝学会・

n結耐絵ほか関係学会のこ蹴にょり，今llの発展を

見るに至つた二とは，誠に感謝にたえない次第である．

　創1・∵｛］初，川究部は10部lll」を目標として発足し，本年

q、団遺伝部の1曽設にLり，こa）日的もほば達成’1＼ることが

てき，tた，川川く館建築；’ll’〉’1期汁画も，本1卜3月第3次

1∵」｝：しり㍑11にLり，　・応レりかたちを整ノこるこ三かできた．

、二こi二自IL、「’1　15　｝1｝1F｝ミ≒ノL’jl［L：ご．！1）：こ‘t）ノニ；），　｝i）i【L1　・li，1！・〔藍激（こf’こ

えないところである．

　しかし，内外の’〕堺の動向に対応しながら，わが国の遺

　f｝1／二，　各ii・｛I　U）遺イ云”詰lm；’∫じび）jlf，1」歩1ニイ五し＞Cり♪く／こ8）｝こ｝ま，

初期の目的をぱ1・1、こヒに辿進したい◆
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表紙写真の説明

玄関を中心とした本館の一部
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概

　設立当研究所は，昭和2ユ年6月1H，文部省設
置法（lll杯1｜24：fド5Jj　3111法川第1461」・）の公布によ

り，文部省所轄Wf究所として設置こ1れた．

　目的・使命　同法第23条には，「国、㌦1遺伝学研究1り「

は，遺伝に関する学理の総合研究及びその応川の基礎的

研究をつかさどり，あわせて遺伝学研究の指導，迎絡及

び促進をはかる機関とする」と規定され，生物形質の本

元である遺伝了・の形質発現機Wl↑，伝達機構1㍑よびその変

化ならびに人為または，自然環境の形質発り↓におよばす

影響などに関する基礎的事項をあらゆる角度から総合的

に研究し，生命現象を科学的に体系づけ同時に医学，農

学への応川を通じ社会福祉の増進にガ↓献することを日的

とし，日本の遺伝学の研究を推進さ・1上るとともに次代を

になう若い研究員の育成と内民の科学知識の向ヒに貢献

することを使命としている．

　沿革昭和14年10J／上里1三の科学1’t！，t物館で開催さ

れた第12川［’1本遺伝学会大会役員会において，北大教

授小熊　押博士（初代当研究所所長，現在’11所評議員）

は，国立遺伝学研究所設、1／1の緊要を説かれ，役員一一・1i　ilと

協力して議会および関係機関などに働きかけ，他方日本

学術振興会に第4特別委員会（遺伝の理論およびその応

川）をつくるように努力された．

　翌15年8月京城で1｝ト1かれた「1本遺伝学会第13回人

会は，国立遺伝学研究所1没、ン1決1菰案を満場・・致で口∫決し

た．

　16年4）」「｛本学術振興会内に設けられた第4（遺伝）

特別委員会は，以来日本遺伝学会と協力して｜f・｛h’ノ1遺伝学

研究所実現の努力を続けた．

　さらに，昭和22年5月，【1本遺伝学会のイ∫志は，財

団法人遺伝学研究所（母休）を、没、1／1し，これまた国、‘五機

関の設置を促進するよう努力した．

　かくして，幾多の困難に出介つたが，国会，G．H．Q．

などに折衝をつづけた結果，23年7）」に至り川川内閣

写真1　本館屋Lから見下した温室群．手前は朝顔棚

要

第2国会において初年度として小紬（り1二自の涌渦を見る

｝こ・至つプ：ニカミ，　N’Lじ万．卜θ）苫1ン6・’C・　IIU，iiJiC二㌃C）i，　－24イド5

」］吉目ll勾［｝判；lvy51i・i［フて1こ：1＞し・Lぐ．㌧｝’1ポ1一乙㌧「仁力・1川‘ILト．il，　5．）⊥

31　1．1「支二川1？↑n錐ll“ltlUミ（ノ）rt’こイliとンls：t），　∵，、”｛二ili　i－ll　1｛｝；IL（1）」．三

きに亘つた川、」ノ1週伝学研’ゲ目111か□、‘’∴．｝㌦．

　1｜召不ll　241116．IJ‘lili・　nv　i’を”1｛口’；1；’lli［yl｛二”　・1｛｝，　、1．－1　U　i］1∫元ノヒ

開始し，9刀：㍉島市谷川の111川：庁業株．パ∴IL所イ」川（」見

イビナ也）　77，771M2　（）YI勺　23，526　」1D　　を’1‘ll1く，　10　］月11］引：ノリテ

イ∫の木造建物4，452rn　2（約1，347」・D　をイiiiり受け，12

月‘田務所を東京都（父部省）から，三島市に移し，　（実

質的には10刀29H移転を完rした）庶務部，研究第
1　　i’flS　　（jJ，1戊｜i多，ir’1　jYよ．イ∠二こ～’G：｜～）　，　　イリ［・三《巳汀玉　2　　∬1～　　（易1［糸｝11月包」遺fZこ音1～）　，　　rUi

究第3部（」〕ul／1：y｜］！jLI［t位k）「‖～）の4部門をもつて発足した．

　［l！｛和26年3〕」，建物を買収し，内部の大改造，外部

の補修，附属建物の新設，川場の整理などを行ない，12

川こは故ゴr－．・ルド・シュミット1’帽：の蔵・ば（別刷，lli．行

本介わせて約5万部）を‖llll∫入した．

　27イド｝斐には別館，：および1調節Viil．室を新築，28イド度に

は，生化学遺伝部が新設され，また第1ネズミ飼育舎を

新築した．

　29年度には，応川遺伝部が新設され，：i三た特殊顕微

鏡（ORTHOLUX）を設備した．

　30年度には，変！㌦〔遺伝部が新設され，アイソトープ

実験室を新築し，γ線照射装置（60Co）を設置した．

　31年度には，別館の増築が行なわれ，微生物実験室

が1没けられた．

　32年度には，第2ネズミ飼育舎および1隔離温室を新

築した．

　33年度には，Pックフェラ・一財団の’舟附を受けて水

日1温室と短口lll胆易4状を新築（設）した．

　34年度には，アイソトーゾ実験宝の」曽設を行ソよい，

中性了・！IS謝装ilソ～，　r線照射装置（137Cs）を設け，同時に

”∫∬、〔2　　本實「｛ノ喧1ニカ・らL／）しIL』ドLl’刈．　（ノ，ゴ前）方（（身・「糸泉1」ミ！夢灸

　　　室，（『右）兎飼育室，（中・尺）朝顔畑，（1ソノ）蚕およ

　　　び’トズミ飼育室
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別館内のX線発生装置を移動し，放射線関係装置を収容

して放射線実験室とした．

　35年度には，人類遺伝部が新設され，また特別蚕室，

移動網室，免疫用兎飼育室などを新築した．

　36年度には，研究本館の一部第1期計画の第1次工

事（1，097m2）が竣工した．

　37年度には，同上第2次工事（737m2）が竣工，また

微生物遺伝部が新設された．

　38年度には，研究本館第1期1，1・画の第3次工事が竣

工（1，143　m2）し，第1期1｝1¶nlが完了した．またγ一グリ

ーソハウスを新築した．

　39年度には，集団遺伝部が新設され，庶務部を含め

て10部門となつた．

研究室の概況

形　質　遺　伝　部

第1研究室（田島）

　この研究室では，わが国独1’1の発展をとげた蚕を材料

として研究を行なつている．

　1．　蚕の遺伝学的研究：蚕の遺伝学的研究は，今世紀

の初頭メソデルの法則が再発見されたのと相前後して外

山博士によつて開始され，その後，田中博士一門をはじ

め，多数の遺伝学者の協力によつてわが国で独自の発展

をとげた．しかし，業績の大部分が邦文で書かれたため

海外に知られていない憾みがあつたので，田島はこれを

英文でとりまとめ，‘‘The　Genetics　of　the　Silkworn’，

と題して本年2Fj，ロソドソのLogos　Press社から出

版した．

　この書において，蚕の遺伝子の完全なリスト，染色体

上における遺伝子分布の特性，発生遺伝学の分野におけ

る研究の発展，母性遺伝現象の物質的根拠，眠性，化

性，実用的形質などの発現に関係するホルモンの遺伝子

支配，性決定などの諸点で蚕が遺伝学の発展にどのよう

に寄与してきたか，また今後いかなる面に期待がもてる

かなどについて述べた．

　2・　蚕の放射線遺伝学的研究：卵色突然変異という蚕

にユニークな材料を用いて，放射線の遺伝的影響につい

ての原則的問題の解明にあたっている．主として取り上

げているのは緩照射と急照射の影響の相違であるが，突

然変異率の線量率依存性が生殖細胞の発生時期によって

逆転するという奇異な現象を発見し，この現象を手がか

りとして放射線による突然変異生成機構を明らかにしよ

うとしている．この現象は放射線の遺伝的影響の評価に

関係するところが大きいので今後の発展が海外の学者か

らも注目されている．また，宇宙線の生物学的測定材料

として蚕卵を利用する考えが物理学者から提案され，休

眠卵について基礎的研究が進められている．

　3．　突然変異生成の分子生物学的機構の研究：特定の

化学物質を用いて高等生物における遺伝子突然変異機構

を分子レベルで究明しようと努力している．従来，主と

して添食による方法をとつて来たが，最近もつと直接的

な研究方法が開発できたので，今後は急速に進展するも

のと予想される．

第2研究室（坂日）

　この研究室は形質の発現を細胞レベルで研究v9’ること

を目的として，昭和37年度に発足した．

　1．　RNA遺伝形質の発現および細胞分化における役

割：細胞の分化というのは，multipotentな未分化な細

胞から出発して，特異的な機能をもった，つまり，特異

蛋白質を生産する細胞へと変化する過程である．蛋白質

の生合成は一般にDNA（遺伝了）→RNA（情報伝達者）

→蛋白質という形で行なわれていると考えられるから，

そこで，遺伝情報をうけとった特異的なRNAにより特

異形質の発現あるいは細胞分化が誘導される可能性が生

ずる．この可能性を検討するために，（1）遺伝了組成の

異なる個体から抽出した核酸，特にRNAによる形質発

現の人為的統御について研究を進めている．（2）動物が

外部から抗原刺激を受けたあとでおこる抗体産生細胞の

分化過程でこの特異的な情報を受けとったRNAによっ

て，抗原刺激を受けなかった細胞系に特異蛋白質（抗体）

合成能が誘導されるかどうかについても研究を進めて行

く予定である．

写真3　温湿度自動調節の特別蚕室

1
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　2・　ショウジョウバエの遺伝的感染に関する研究：シ

tl”ジ・ウバエの細胞i「「（遺伝を寸るSR系統では，卵細

胞を通じて後代に伝えられる一種の感染性微生物によつ

で雄胚∫・が発生途上で選択的に殺される．これまでの研

究によつて，こσ）感染性微生物，つまりSR因了には宿

1・1への感染性，宿主の雄性致死作川，因子の温度感受

性，因r問の相711作月1の面で遺伝的に異つた種類がある

ことを明らかにした．現在，宿主の遺伝的構成と因∫・の

増殖性あるいは伝達性との関連，因子自身の増殖様式，

宿主雄に対する選択的致死機構などについて研究を進め

ている．また，この因子には病原性をもつものと，病原

性をもたないものが知られており，細菌におけるエピゾ

ームと併せて考えるとき，この外来性の因子が宿主細胞

へ親和され細胞構Jew’一素に移行する過程を暗示するもの

として興味深い．

細　胞　遺　伝　部

第1研究室（吉川）

　研究所の創立と同時に発足したこの研究室の最初の室

長は初代所長，小熊桿が兼任したが，昭和28年に吉川

が室長となり現在に至つている．研究員は，石原隆n召

（現放医研）のあと，昭和34年より森脇が在任叩であ

る．吉田が研究室を担当して以来，これまで23名の特

別研究生および数名の研修生を3カJ］～2力年開指導

し，現在，4名（今井，深谷，叩村，天野）が特別研究

生として在席中である．

　この研究室は動物を材料としての細胞遺伝学的研究，

特に癌の細胞学的な研究を主なテーマとし，研究業績と

して登記された発表論文（1952年～1964年）は次の通

りである．

　　癌の細胞学的研究に関する論文　　29篇

　　動物の細胞学的研究に関する論文　　5篇

　　動物の遺伝に関する論文　　　　　　3篇

　また，純系および変異系ネズミの系統維持はこの研究

室の重要な研究活動の一つである．系統数は年々増加

し，現在，マウスの純系は26，変異系は29，ラットで

は16の純系を維持している．この他，チャイニーズ・

ハムスター，マストミス，およびクマネズミなどを飼育

中である，現在，栗田，榊原，佐藤の3人が系統維持の

仕事を担当している．

　本研究室は文部省の科学研究費，外国の研究費を受け

て研究を発展させたが，今年度は文部省の科学研究費の

ほかに米国の国立衛生院（NIH）より研究費を受け，

癌の細胞学的研究を一層推進することとなつた．

第2研究室（竹中）

この研究室は，主として高等植物の細胞遺伝学につい

て研究しているが，微k物遺伝の研究その他も包含した

ことがある．高等舶物に：｝・∫ける性染色付・と性ノξ現，倍数

性などの問題も取り扱つたがあまり業枳はあ川得なかつ

た．専売公社の委託によるタバコの仙究ではクバ：川｛；内

の系統進化の間題を究リ］するために相当人がかりに種問

交雑を行ない減数分裂を研究したし，r，］三た研究δ’［）つ

ある．数年後には若Fの業績をあげ得るであろう（竹中）．

各種の植物より抽出した成分の放射類似作川についての

研究は，若干の新発見を得たが，経費の関係でこれより

先に進めることができないのは残念である（竹中）．稲の

研究ではいろいろの種において二次対合が機会的に起こ

るものでないことを明らかにし（胡兆華），現在はハプロ

イド株で，減数分裂パキテン期の染色糸川の親和1タ1係を

究明しつつある（朱耀源）．また，館岡亜緒は禾本科植物

の染色体の研究から科内の分類を論じたが，最近，国立

科学博物館に1伝任した．米田は酵母の細胞学的研究を行

なつてきたが，最近はタバコ属内の種問剰li種およびアサ

ガオの品種閲雑種に生ずる癌組織の培養と，それらの正

常組織培養に手を染めている．

　現在のところでは未だ細胞遺伝学の範囲に入つていな

いが，将来は入る意図のもとに，アサガオの遺伝rの保

存と形質遺伝学的の研究には相当の時閲を割き努力を払

つている．また，桜属の種および品種の蒐集とその研究

をなしている．今までにソメイコシノ　（染井吉野）の起

写真4　微鼠のガンマー線を長期間にわたり蚕に照

　　　射する装置．ガンマー線は床ドの穴からきて

　　　生育中の蚕にあたる

3



写真5　ショウジuウバエの雄を殺すスピロへ一タの電
　　　・了・顕微鏡写真

　　　このスピロヘータは長さ約10μ，幅0．1／tの大きさでハエの
　　　卵細胞質を通じて後代に伝えられ，胚子発生途上の雄剖寺｝lll的に

　　　殺す．小さい粒子が繊維状の菌↓恒こ附蔚し，それを基に出穿（写

　　　11［A），成長（ゲ貞B）してゆく過桿がみられる．

原の研究を完結した．すなわち，1司種はエドヒガソ（江

戸彼川）とオオシマザクラ（大島桜）の雑種第1代であ

ることを発見確定した二（竹TiT）．

生理遺伝部
第1研究室（大拮）

　この研究室では，ショウジョウノミエを材料にして，遺

伝了’の働きを，細胞の有機的∫葵りである佃体と，それら

個体の右機的集りである集団との両観，点から生理学的に

研究している．

　個体単位の遺伝子作川としては，眼色生成にあずかる

螢光物質（プテリン類やトリソトソァン系物質）の代謝

が，直接種々な突然’鋤喝劃∠1」t・の支配をうけ，その異常

が限色変化の直接原因であることが明らかにされた．ま

た，このような遺伝子支配は，眼色生成以前の幼虫脂肪

休細胞において，すでに決定されていることもわかつ

た．このことは個体における遺伝∫・の働きと細胞分化の

問題としてその成果が期待される．

　集団における遺伝丁・作川としては，遺伝死をおこすイ∫

害遺伝了・である致死および「「致死遺伝子が，〔1然集団に

高頻度で存在していることが明らかにされた．また，同

4

一致死遺伝子が艮期間にわたり，同・一集団に保イ∫されて

いる確証も得られた．このことは，自然淘汰によつて致

死遺伝rの有害作川を軽日1元する機構が確、’ノ1されているこ

とを示している．すなわち，逆位をもつ染色体が集団中

に高頻度で存在し，その逆位と動原体のllUにエピスティ

シスを示す遺伝了・群が形成されているとちえられる．ま

た，同一の染色体逆位ヵミ異つたn然集団にも見日］され

た．これらのことは集団の遺伝了・作川の研究が染色体レ

ベルの問題として展開され，さらに適応などの進化学的

弔：要問題の解11J’jに発展するものと期待される．

第2研究室（木原）

　この研究宝では，主としてイネ，コムギ，カモジグサ

を川い，種の起源と分化の機構を研究している．この種

の研究は，（1）変異の収集，（2）変異の分析，（3）分析

結果の総合，の3段階からなるが，すでにわれわれが収

集した変処は各材料ともほとんど全Ll上界にわたつてい

る．これらの変興の分析にはゲノム分析，核型分析，比

較遺伝子分析など遺伝学的分析法の他にいろいろの生理

学的，形態学的，解剖学的手法を用いている．この分析

結果に基づいて，上記舶物の起原と分化の遺伝的基礎を

明らかにし，さらには，その生態学的適応の遺伝的機構

も解明してゆきたい．

　さて，イネでは過去7年川にわたつて世界各地から採

集した栽培および野生稲29種4，265系統を維持して

いる．そして，これらイネ属各種の類縁関係を明らかに

するため，種間雑稲をつくりゲノム分析を行なう一力，

SUMP法，灰像法により穎や葉身の表皮細胞の構造を

比較解剖学的｝こ研究した．さらに，これら多数の系統の

感光性を分析し，イネの系統分化の過程で起こつた日長

性の変化を明らかにし，その生態学的意義を明に1にし

た．

　コムギでは栽培コムギとその近縁野生種の比較遺伝子

分析を行ない，播性・帯白性・ネクローシス・イ∫1竺性に

関与している3相同遺伝子の分布を明らかにした．その

結果，パソコムギの祖先となつた二粒系コムギとタルポ

コムギの遺伝子胆が相当明らかになり，パンコムギの発

樺地についての推定が行なえるようになつた．またゲノ

ムの形質発現に対するり1：質細胞質の影響を知るため，3

脈の／｜・1質細胞質にいろいろのコムギの核を導入してい

る．この核置換の研究から，コムギの系統分化について

新しい知見が得られ，稲の分化と細胞質の分化の関係が

厄要な川題となつてさたが，他方，この研究は「雑種コ

ムギの育種」に向かつて大きく発展しそうである．

　カモジグサを用いた研’ゲ日ではn本産の種を中心として

ゲノム分析を進め，東亜に個有の種のゲノムとその分化

を明らかにした．さらに世界各地のカモジグサの種間雑

種や近縁のエゾムギ属などとの属聞雑種を作り，コムギ

「
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bZ・（二：1－，“1］－25看・fiぺ〕jll」毛〈ノつ炎日8まベヒ’フ＞fヒを’人三1、ti灸ク〉業頁”」：二自勺｝こ角／1！1リJ　L／

?｢1ことに研究をノJ向づけている．　：1）三た，カモジグサ

ノい用いご高45’珊li物の生態llll！の分化の機構もIVI・：究してい

・ll．

　　　　　　　　　　　　　　生化学遺伝部

　　　　　　　　　　　　　　第1研究室（名和）

　　11！V；ll　28年8．月，この研究室の発足｝こあたり部長の辻

lllが室長を兼任し，‖！｛和35イド12．月より・名和が室」三と

なつた．

　　この研究宝では，遺伝了・の発現機1：i・「i，を生化学的に解明

するため，’ドとしてカイコ，シ、コウジー、ウバエを材料と

して，カイコのEl“よひU遺伝∫’群に関寸る研究，カイ

コの黄色致死の発現機｛lilllとその母親遺伝の生化学的研

究，シコウジョウバエの11」，！色色素形成に1汁1’る遺伝生化

学的研究，カイコのチロシナ…セの遺伝牛．化学∬’・∫研究，

」・とL｜ミa’）フ”テリジソcノ）fビ∫：，　，辺よfパ牛勿’IVこ：1パよ1｛：づ一影〔身・1▲紡↓〃）

ノヒfヒ’I」：的fノド川，カイコのミトコソドリア1こ関寸るイリrブ巳，

タバコから発1牧するアルカロイドについての研’フどなどを

行なつてきた。これらの研究∫∫｛｜｜の’‘iち，いくつかは1［多

ノ1「（」］」1イノこitf［～（ノ）　1）（　｜一」　，　　　：，1『．；　Jk　～二）ごノ1：」，［Vlll・，i．t　f／　こゴ千1；（ノ．）一・【「1（ノ）　1－φ｝　，戊＿」（ノ）r　卜±C、こ　Z　」t一

なわれた．

　　］）オ／．2））la，1ま，　」追色こ∫・ぴンhlj　n．乏ガ；　，1：’（ノ）」：う1こし一こてパ、㍉しさオし

て，その遺伝∫・特有の形質が呪わされるのかという，機構

を明らかにすることを・・nした研’紀ll標としマ：いる．川．

在，DNAの↑1｜」報がRNAに伝わり，三一れが張川（lllC『．！9

写真6 J．：tl　IJIL　’ト　　．ンぐ　　ミ　　（hrγ1り

合成を好11川，TT］．　fい川h｜．”｝［ド／l呪ば，㍑　li’1「1ノ∫疏現さ

」しるといり∴＿［．’；：．㍑「いll∴一！ノ・t　㌦り∴ぞ一ヂ1川c／）1岡御1

の機Jl㌔ll，　∴ビ・に1‘、’，」㍉㌧l　rl’「）㌦）．・1，‘ピ，↑い　　 ：：II　DNAの役

割なと，牛化学的にIlll’川．㍉il‘，1：’：．，」、i・．一くの川

1・1　「があて、．1「’　ト1．1、い∵・・りll、1．・・1唱，　i　DNWII1㍑・．川，・、的

活性を調・る（戸」り日’．∴．・，、　．　．川川

料では∴・ノ叩！1ノ川1ら，；‘．‘，　・，　・，，’＿！，1．lll

の鱗1：の；川）1．｜［…「・’・に川：’・」　hil㌦　　・，　…、川｛川

成しl！lを得・『：1川），」1川：，1。i川‘．；：．‘にじ．↓llr　　㌧川！，．、

ら研究を推．准1ノている．

　　　　　　　　　　　　　　第2研究室（小川）

　　昭和28年8／」，林li，　｛（児し1．〔京．．1シ．父「rl’ノ．ご1：：∫1．i！学部長）

を宝」くに迎え，遠肱一（ll∫部川川’究［tが参加して発足し

た．

　　この研究川のトン’1［：研究出lll1は一一㍑ノ田l／〔物の化色に川

する遺伝生化’1’・的研化1で，化〔：川肋工・，．｝，，特にil泊．ア

ントシソンをツユクリ’の小碧〔「：i花から純分郎’することに

1戊」力し，li　・’1色・｛・1の化㌦：1γ・」～、卜1’礎をトliレろた1，1：か，．本郎｛泊物界

におけるプントシアン”色・1㌦川刷1：と1・」定…’．；」：ぴそぴ）分

イi川こ「“’i－g⇒元5Lノ：沙［ン己：fi斤’ブピlll∴j　1㌔：カV小二ij（u．i、こ：｝i，し；二．　．：：ブニ，　．：〔〔！、．！、

ミレ　（〕，li－膝）1い」：（：．）・目II「貝（阿i’川）　を・研究M〕［i・［として，ギー

れらの交i1川ミ脇によつ∫：（・’1㌦生成とfi’］何川a川1｜　／｝につ

し・⊂（ノ）亘｜［仁こノ1，fヒ“］；：r1勺flノ「’↓ヒ1．．）f月・1卜〒1’一ノ．；1）．）》，1．

　　111｛イ三日31　．fl｛41ユ，　イ木（ノ）敗liノ＼”」一：〆＼cノ）llし；（「1こf「L・・㌧　ノJ・lll

が’ノ；ミ」ミと力：一二，）ブ1二．　∴∴二，川打1［132（ド81」，［lll川仁；類力，1　，1．LL

職し，ドfil／究課i㍑］：1拘物の胚，川：生川織／、1：らぴに癌，111

f決に1！』3ける糸ll織勾1ヒと細胞分∫；川IWIIIの生／ヒ学1’IL」研究1に

り£り』、’ミ＞1しノL二．　Ii蔵1｝㍑糸1じWiL〃∫イヒ1こlll／－ij『1こ・tiJi’　’）’t三ご1よ，　’ド1』㍑’1ψ）∫F

ピ1’己Ta）ノヒAりJ瓦をllT，［L／・とし．ソごif1’1r’㌧fヒ’丁’n勺fi斤「」’Eを，　詞1日i包〃」・㍗］

イロi　 士一t｜1l　lこ1 ～と1』」　『　～：）　 fり1－’フ1巳v己一　（，t ，　　　　、」［　ノ｜：　 『ノ＿j　｜［ト，∫ゾ　）｜」一↑、 ，　　　　｜
1」．

@ノ 1…　」†i　｜　｝　［／1IL；：：． ；　 LI：　
（：）ご

癌細胞を材’料とし『⊂，」1∩㍑，’i白‘U」化のlllllii‘1と賠折な関，1．i　i　！i

をf｜壮ノ’t二・！ヒン5：カミら，　ホ［川1川：リ・～；1！㈲L．｜1，　∴，’．：（ヒ・｛川・；団∫｜匂’ピfl　cこて）し・・

て，1剛IllllD／［1をll訂1∴1・『『lilぽを・1、．1㍑・1’1‘」に1　／、∵て1．一る．，f／＼

に，棚‘川”｜・伯刎㍑・川、二川『るM究1川川の川択・1回三に｛・ノ

1’F二　 り　 ，　　　、t／1 ｛V「’元’ピjiii ぴ）　IJ」」　1∫1［’…ゴ： ぴ）jl戊］　1　｛』 ！を　＿ f　　1＿　，　　　撒じ…　tフノ ぴ）jUj｛、1」』一〕　一一　
1

さ〆成隈を、㌧川．の、・る修

　　，il｛帥：㌘lt，　　・1〔「・、’・ミ　レソ）仕：仁L（ノ），；：1，iif．八・5：fビ三∫’をリ［さ・矛七さ・’．．JE

施し，1昨1卜一・阯1・：一の1此果を∴と∴た．

　　　　　　　　　　　　　　第3研究

　　lll｝イ：II　31　t［”・6日」り、オ1，　1”1’i～j

f「・L／is’二ヵv，　1昭．杓136　∫卜6　川，

37　t［二，　／．iij・k／1川迄1．ll．．i．1．で／：；祁（ノ）∫”lii∴i・．

ITIJ」　　［

＿一

，　　　　 ｝　lj． ti二；こi　 i－　l　l　l　カ1こ’一；　、’　＿L　　　　－’を　　 ｜〔1＿　↑’

　　羽IIU［一’化亡・卜：と巨！δ力1／　f戸

側1几は」一でに1・Ll・ヤた涌りellヒ

らに，昆虫におけるニノノー1㌧

室（i　L川）

　び）川1日力’㍉．ニソ）か’しノブ・ド」　を拒

1’1，ftr」が㍑iと・．．・一・」J「．z．1川ll

ヒと‘「1に　1’川臼仁w設部・・　・・x　i’／ir－

「’ 驕A．と㌧1．∵11．

㌧㍑．1／・・M究1、、二つい、『の
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・ンイ㌦謝，　1・1ミ［唆・代1謝△：と・（ノ）バ三
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物が，カイコの幼虫皮膚では，色素頼粒巾に一定の蛋白

と結合状態で保持されていること，また，この色素願粒

は幼虫の皮膚の色，油蚕性などの重要遺伝形質と密接な

関係をもち，その形成が核内遺伝子の支配を受けている

ことを明らかにした．現在，色素と結合する蛋白を分画

し，どのような構造の蛋白とどういう結合を示すかにつ

いて分析中である．

　生化学遺伝部では，電子顕微鏡による細胞の微細構造

の研究も行なわれている．カイコのウィルス，とくに細

胞質型ウィルスについて研究し，多角体内に包蔵される

ウィルス粒子の形態について，核型ウィルスは相当大き

い棒状であるのに対し，細胞質型ウィルスはかなり小さ

い球形粒子であることを明らかにした．また，Pseudomo・

nαssolαuacearumに寄生するファージの遺伝学的なら

びに電子顕微鏡的研究，Pαrαmecium　caee∂αteemの微

細構造，Tobacco　mosaic　virusの細胞内増殖様式を究

明した．

　現在，カイ＝の幼虫皮膚細胞内の色素穎粒について，

その微細構造や発生過程を超薄切片で追う仕事が行なわ

れている．さらに，遺伝子発現機構解明の一環として染

色体の微細構造の研究が計画されている．

応　用　遺　伝　部

第1研究室（酒井）

　この研究室では，家畜・家禽など有用動物の育種に関

係のある基礎的研究を行なつている．主にニワトリを材

料として選抜育種とヘテローシス育種の基礎研究を行な

つた．すなわち，選抜過程ならびに発育過程における諸

形質の遺伝的パラメ・一一・ターの変動について分析した．ま

たヘテローシス育種で問題になつている雑種の正逆交雑

効果についてダイアレル交配ならびに戻し交配法によつ

てその遺伝的要因である性染色体ならびに母体効果につ

いて分析した．これらの研究に関連して，ニワトリでは世

代間隔が長く十分な羽数の取扱いが困難である．これら

の欠点を補うためパイロットテストとしてショウジョウ

バエやTriboliumを用いて実験を行なつた．主として

前者は量的形質の突然変異率の推定ならびに平衡集団の

遺伝学的解析に主力が注がれ，後者は遺伝子型と環境の

相互作用に関する研究にそれぞれ材料の長所を生かして

なされた．一・方，特殊環境と遺伝子型の相互作用の研究

を鶏胚ならびに幼雛を用いて行なつた．家畜についての

研究では，現在まで種牡牛を輸入に頼つていたわが国乳

牛集団の泌乳諸形質の遺伝的パラメーターの推定を行な

い，乳牛育種の方針を示した．

　現在までこれらの諸問題について主として集団遺伝学

的ならびに統計遣伝学的手法をもつて研究を行なつてき

た．しかし，これらの方法のみをもつては解決できない

6

　　　　　　響’難一、一，

写真7　組織培養で増殖しているマウス白血病細胞

　　　の染色体

諸現象が多く，今後は現在までの研究を基礎にして発育

遺伝学的に育種の重大問題を究明してゆく考えであり，

ニワトリを中心に世代間隔その他でニワトリよりある面

では優れている日本ウズラを導入して実験を開始してい

る．

　これからの問題として考えているのは，近交障害を発

育障害で説明すること，鳥の体型と生産性の関係を遺伝

学的に明らかにすること，動物の生産限界を推定する方

法を確立することである．

第2研究室（酒井）

　この研究室で行なつてきた主な研究は次のとおりであ

る．

　1・動植物の競争と移住：競争は主に植物，特にイネ，

麦類を中心として研究され，（イ）植物は遺伝的に「競争

力」でちがいがある．（ロ）競争力は植物の見かけの性

質，たとえば草丈とか旺盛な生育などと関係がない．

（ハ）ただし，奇形的に生育の悪いものは競争力も弱い，

（二）競争力の強いものと弱いものとが混在すると，段々

と競争力の強いものが増してくるが，そのためにかえつ

て生産力の高いものが消滅することも起こる．（ホ）植物

を密植すると一般に生育が悪くなるが，その悪くなる程

度，すなわち密度反応はやはり遺伝的であつて，しかも

これは競争力とは関係がない．移住の研究はショウジョ

ウバエで行つたが，その結果，（イ）移住には，放浪的な

移住（ラソダムな移住）と，集団密度の増大に対抗して

起こる団体移住とがある．（ロ）放浪的移住も団体移住も

共に遣伝的性質で，しかもこの両者の間には関係がな

い．いいかえると，放浪移住性はないが団体移住性の強

いものもあればその逆もあり，また両移住性共に低いも

のあるいは共に高いものもある，（ハ）競争力の弱いハエ
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器官ソバr潤f系をしらべるイ｜1．’hlである．1発汀不安定性1

というのは，たとにば，私辻のノ㍍腕とイ1腕が必ずしも1・」

／．：：長さでヅよいように，器官がで㌧．◎二加が発百している

川に，何かの原因でノ」・さい∫iいがでさ一ることである．ll　tJ
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　　3．　タバコ育種の基礎的研究．’tt　－．’j　11、’・品川己，

良に役、「Lつ」∵）／“！，（．’硯／r・川川［1　．”，ll－．－1から，》い1・1　．b，

一・i，　目位ノミ　15　f卜3JL　一．）仁1”・こ！…．　’㌦，ll：いii　l｛二，　，｛訊二、、1．｝敗fノ、

’Y：をどのよ　う（こタノミコ　r∫租（ぴ）川にilじ’、ノ＼オ［，るヵ・とし・う　こ

とで，たとえば，タバ：fの中骨］しrl・の白季眠法，ベニハの育

種法，ニコチン歩合と磨の厚さについての育種法などで

あつた．現在は，タバコの襲のいろいろの吊：的形質がど

のように発育してきて，それが品質や収はとどういう関

係をもつかについて発育遺伝学的な｛り｝究を進めている．

第3研究室（岡）

　　この研究室では，ここ数年川，「栽培稲の起原a，）研究」

の計画に関日iして，栽培稲と野生稲との変異の比較や遺

伝学的関係の調～r，それによる栽培稲の相．先胆の推定，

栽」音川の進1ヒの過程に：「げけるJsc’応性の変化，野ノヒ稲集卜H

の構造と実験集IJ』1における「照1淘汰，など種・・の進化遺
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